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1．はじめに 

当協会では、2015 年度より毎年国土交通省の支援

を受け、日本の耐震・免震・制振技術について国際展

開支援事業を実施してきました。 

2015 年度トルコ、2016 年度ルーマニア、2017 年度

マレーシア／インドネシア／インド、2018 年度中国

／カザフスタン、2019 年度フィリピン／エクアドル

／ペルー／アゼルバイジャンにて実施致しました。 

Covid-19 の影響で、2020 年度は、キルギス／ウズ

ベキスタン／エジプト／イラン／メキシコ、2021 年

度は、エルサルバドル／グアテマラ／コロンビア／

チリ／アルゼンチンにおいてオンラインにて耐震ワ

ークショップを実施しました。2022 年度は、アルバ

ニア／北マケドニア／モロッコ／アルジェリアにて、

耐震ワークショップを実施しました。2023 年度は一

時中断しましたが、2024 年度は、トルコ、2025 年度

は、フィリピン及びインドネシアを対象とし、免震・

制振構造の視察を含む耐震技術交流を実施しました

ので報告します。 

 

2．耐震技術交流概要 

今回の技術交流では、フィリピン政府の公共事業

道路省、インドネシア政府の公共事業省の協力を得

て、両国から各５名を日本に招請、日本側から各５名

が両国に渡航しました。フィリピンからは自費参加

者 8 名も訪日するなど関心の高さが示されました。 

 

3．プログラム 

3.1 両国技術者の来日 

両国技術者 18 名が来日し、10 月 20 日～24 日迄、

東京周辺の免震建物を見学、10 月 22 日は、三木市に

設置されている E-Isolation を見学しました。10 月

24 日は、当協会にて、耐震セミナーを開催し、日本

側から４題、フィリピン側から１題、インドネシア側

から２題の講演がありました。 

10 月 20 日(月) 

●慶應義塾図書館旧館：免震改修 

 

当該建物は、1912 年竣工の煉瓦造地下 1 階、2 階

建、一部 3 階、書庫 6 階の国の重要文化財で、2017

年より免震改修工事を行い 2019 年に竣工しました。 

 

●Port Puls：木造免震構造 

 

 当該建物は、2022 年竣工、地上 11 階建て、純木造

耐火建築物としては、国内最高となる高さ 44m（11 階

建て）で、基礎免震構造です。 

 

10 月 21 日(火) 

●THK 本社ビル：免震構造 

 

 当該建物は、地上 7 階の S 造･SRC 造の基礎免震構

造で、免震層は、積層ゴム、すべり支承、ベアリング

支承、オイルダンパーなど免震の主要部材が設置さ

れ、見学者用の展示スペースとなっています。 

⑩成果報告書などの概要 

国土交通省 令和 7 年度｢住宅建築技術国際展開支援事業｣ 

[対象国フィリピン・インドネシア]についての実施報告 

一般社団法人 日本免震構造協会 



2 

 

●清水建設技術研究所：柱頭免震構造等 

 

当該技術研究所では、本館の柱頭免震構造の見学、

風洞実験等のパーシャルフロート免震構造システム

の見学、先端地震防災研究棟での E-Spider で、実際

の地震の揺れや免震構造の揺れの体験を行いました。 

 

●南池袋タワーマンション：免震構造 

 

 当該建物は、地上 47 階地下 2 階の RC 造で、4 階と

5 階の間に免震層が設置された中間階免震構造で、

2027 年 2 月の竣工を目指して工事中です。 

 
10 月 22 日(水) 

●Ｅ－Ｉｓｏｌａｔｉｏｎ：実大免震試験機 

 

 当該施設は、免震･制振部材について実大動的加力

が実施できる国内初の施設で、2023 年 4 月より稼働

しています。 

 

●竹中大工道具館：日本の大工道具の展示場 

 

 当該施設は、新神戸駅の近隣に設置されており、日

本の伝統的な大工道具や木造建築の手法が展示され

ています。 

 

10 月 23 日(木) 

●大成建設 ZEB 棟：免震構造･ゼロエネルギービル 

 

 当該建物は、大成建設の技術研究所で、特殊なオイ

ルダンパーが設置された基礎免震構造で、様々な最

新技術が採用されており、環境に配慮し、建物単体で、

年間エネルギー収支ゼロを達成しています。 

 

●ブリヂストン免震館：免震部材展示場 

 

 ブリヂストン免震館は、横浜の積層ゴム製造工場

に隣接した積層ゴムの展示場で、実際の免震構造の

揺れを体験できる振動台が設置されています。免震

館見学後、隣接の工場の見学を行いました。 

 

10 月 24 日(金)＜耐震セミナー＞ 

 訪日の最終日は、日本免震構造協会隣接の建築家

会館ホールにて、耐震セミナーを実施しました。 

＜プログラム＞ 

09:50：開会の辞：中澤昭伸     ：JSSI 会長 

10:00：竹中工務店が開発した免震・制震技術。 

            木下貴博：竹中工務店 
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10:50：免震構造の計画・設計・詳細 

         吉田 治：大林組 

13:00：免震設計基準の国際整合化に向けた取り組み 

齊藤大樹：豊橋技術科学大学 

13:50：日本における免震技術の開発と導入・ 

免震建物での地震観測記録と地震時性能 

         髙山峯夫：福岡大学 

14:50：DND（国防総省）ビルの設計 

ﾛﾄﾞﾙﾌｫ･P･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｼﾞｭﾆｱ：ﾍﾟﾄﾛｼﾞｯｹﾝ代表 

15:20：ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ津波早期警報ｼｽﾃﾑ 

BMKG:気象･気候･地球物理学庁ビル 

ｴｶ･ﾁﾌﾟﾀ･ｳｨｸﾞﾅ：PT･ﾃﾞｳﾞｨｽｶﾑﾀｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

15:50：建物の耐震補強における免震ｼｽﾃﾑの活用に関

する比較研究ｲﾝﾄﾞﾈｼｱと日本の基準と実践に

準拠した設計と解析手法 

ｾｶｰﾙ･ﾏﾜｰﾙ･ｵｸﾀｳﾞｨﾅ： 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ土木構造技術者協会(HAKI) 

16:20：討議及び閉会の辞 

 

セミナー終了後の集合写真 

 

3.2 フィリピン訪問 

 当協会より 5 名が、11 月 18 日～21 日にマニラを

訪問し免震構造などの見学と意見交換を行いました。 

 

11 月 19 日(水) 

●パークリンクス北タワー：制振構造住宅 

 

 当該建物は、地上 55 階の住宅で、近接した柱を設

置し、それを結んで中央に制振材料と鉄板とを複数

サンドイッチ構造とした制振装置付きの鉄骨梁を多

段設置（写真では 2 段）しています。下層階は店舗

などが入居する予定で、現在工事中です。 

 

●バンバートンセンタービル：免震構造事務所ビル 

 

 当該建物は、地上 19 階地下 4 階の事務所兼商業ビ

ルとして建設中で、高層ビルではフィリピンで初め

て免震構造を導入しており、地下階と上階の間に積

層ゴムと鉄骨の形鋼を用いたフェイルセーフ装置を

設置しています。 

 

●フィリピン構造技術者協会等との懇親会 

 

 構造技術者協会（ASEP）関係者および公共事業道路

省(DPWH)の技術者、フィリピンの日系企業関係者と

の意見交換会が開催されました。 

 

11 月 20 日(木) ＜耐震セミナー＞ 

 フィリピン公共事業道路省(DPWH)および構造技術

者協会(ASEP)の協力を得て耐震セミナーを開催しま

した。出席者は約 120 名で、盛会となりました。 

＜プログラム＞ 

09:50：開会の辞：沢田研自：日本免震構造協会顧問 

10:00：硬質免震構造「建物の固有周期に応じた免震

部材の最適減衰と最適剛性の設定」 

西村 功：東京都市大学 
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10:50：超高層ビル向けの新規振動制御技術「BILMUS」 

        小槻祥江：清水建設 

13:00：免震制振レトロフィットとその事例 

          東野雅彦：元竹中工務店 

13:50：日本での免震の普及活動と球面すべり支承の

紹介      杉原啓輔：日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

14:50：DND（国防総省）ビルの設計 

ﾛﾄﾞﾙﾌｫ･P･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｼﾞｭﾆｱ：ﾍﾟﾄﾛｼﾞｯｹﾝ代表 

15:20：球面すべり支承を用いた 10 階建て基礎免震

建物の技術的実現可能性調査 

ｼﾞｮｾ･A.ｻｲ：SY^2 アソシエイツ 

15:20：討 議 

15:50：閉会 ｱﾃﾞﾏｰﾙ C.ﾊﾟﾏ：ﾊﾟﾏｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 
耐震セミナー会場 

 

3.3 インドネシア訪問 

 当協会より 4 名が、12 月 2 日～5 日にジャカルタ

およびバンドンにて、免震構造などの見学と意見交

換を行いました。 

 

12 月 3 日（水） 

●インドネシア津波早期警報システム(Ina TEWS) 

気象･気候･地球物理学庁(BMKG)ビル：免震構造 

 

 当該施設は、インドネシア全域の地震や津波など

を 24 時間監視しており、緊急の通報は一般市民がス

マホで常時見ることができるシステムが備えられて

います。写真の部屋では、大型モニターで地震等を常

時監視しています。球面すべり支承を用いた基礎免

震構造を採用しています。建設工事では、支承の納入

が間に合わず、とりあえずコンクリートを打設し、免

震レトロフィットの施工と同様に、コンクリートを

斫り、支承を据え付けていました。 

 

●マグダタマ マルチ インダストリ：免震部材製造 

 

 当該工場は、ジャカルタとバンドンの中間点カラ

ワン県の工業団地に設置されており、2019 年より国

の要請で国家インフラ向け支承として鉛プラグ入り

積層ゴム支承を製造しています。球面すべり支承も

試作をしています。実大の免震支承の動的試験が可

能な試験機が設置されており、最大鉛直力 25,000kN、

最大水平力 3,000kN,最大速度 100kine の試験が可能

としています。民間企業１社でこの規模の動的試験

機を所有していることに開発の意欲を感じました。 

 

12 月 4 日（木）＜耐震セミナー＞ 

 インドネシア公共事業省(MPW)およびインドネシ

ア土木構造工学会(HAKI)の協力を得て、バンドン市

の公共事業省にて耐震セミナーを開催しました。出

席者は、会場に約 40 名でしたが、Web 参加者は最大

240 名程度となっており盛会となりました。 

 

＜プログラム＞ 

9:15 開会の辞      ﾌｪﾘ･ｴｶ･ﾌﾟﾄﾗ：公共事業省 

齊藤大樹：豊橋技術科学大学 

ﾙﾃﾞｨ･ｾﾃｨｱｼﾞ･ｱｸﾞｽﾃｨﾆﾝﾔｽ：公共事業省 

9:30 免震設計基準の国際整合化に向けた取り組み 

齊藤大樹：豊橋技術科学大学 

10:20 先進的な制振システムを用いた耐震補強と 

免震建築の実例    村松晃次：大成建設 
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11:10 日本の高層建築におけるレジリエント構造 

設計の最新動向と田町タワーの実用設計事例 

堀田祐介：三菱地所設計 

13:30 インドネシアにおける基礎免震の応用 

ｱﾘｽ･ｱﾘｬﾝﾄ：ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ工科大学 

14:20EN15129 に基づく LRB の製造と試験 

ﾌﾚｯｸｽ･ﾎｯﾀﾏ：ﾏｸﾞﾀﾞﾀﾏﾏﾙﾁｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ 

15:00 質疑応答、15:30 閉会 

 

公共事業省会場 

 

4. 耐震技術ワークショップを終えて 

 日本免震構造協会とフィリピンとの関係は、2019

年にマニラにて開催以来 6 年ぶりで、フィリピン最

初の基礎免震による高層建物の建設や、日本の技術

による制振構造の高層ビルの建設が行われており、

今後とも日本免震構造協会とフィリピン公共事業道

路省や構造技術者協会との協力関係が深まることが

期待されています。 

日本免震構造協会とインドネシアとの関係は、

2017 年にバンドン工科大学にて耐震ワークショップ

を開催して以来 8 年ぶりです。インドネシアでは、

国の要請で免震用の支承の製造が始まり、メーカー

独自で実大免震支承の動的試験が可能な試験機を所

有するなど、免震分野で大きな進歩を遂げています。 

バンドンからジャカルタまでの帰路は、完成して 2

年となる高速鉄道 Woosh に乗車しました。1 時間に 2

本運行し、始点と終点合わせて 4 駅、営業区間 140km

で最高時速 350km、乗車時間は約 46 分、静かで揺れ

が少ない印象でした。バンドンもジャカルタも交通

渋滞が激しく、車でバンドン市内から駅まで 1 時間

ジャカルタの駅から空港まで 2 時間かかりました。 

 

5．おわりに 

 今回の耐震ワークショップの開催において、ご支

援いただいた国土交通省、フィリピン公共事業道路

省(DPWH)、フィリピン構造技術者協会(ASEP)、インド

ネシア公共事業省(MPW)およびインドネシア土木構

造工学会(HAKI)、日本国内の見学にご協力を頂いた

関係各位、フィリピン及びインドネシア国内の見学

にご協力を頂いた関係各位に深く感謝申し上げます。 

  


